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 事業概要 

第三 U(JEDI)保有および開発技術を活⽤して現⾏ JAXA プロジェクト等における技術課題解決に対
応 し, 各課題対応案件についてプロジェクトからの依頼に確実に対応する. また, 数値シミュレーシ
ョン技術ならではの"付加価値(効率化, ⾼信頼化, コスト・期間低減, 波及効果等)"を実現する. 

 
参考 URL: http://www.kenkai.jaxa.jp/research/software/software.html 

 

 JSS2 利用の理由 

プロジェクトの要望にタイムリーに対応するために, 実機の複雑形状を模擬しかつ多数の条件の解
析を短期間に実施する必要がある. 

 

 今年度の成果 

H3 プロジェクト, SLIM プロジェクト, HTV-X プロジェクトにて検討されている課題に対して, 第
三ユニットにて開発した解析技術と JSS2 を活⽤することで設計妥当性評価やリスク評価, 改良検討を
実施した. 

 
 
 
 

プロジェクト課題対応 

This document is provided by JAXA.
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JAXA スーパーコンピュータシステム利用成果報告 （2018 年 4 月～ 2019 年 3 月）

 成果の公表 

-Web  
http://www.kenkai.jaxa.jp/research/software/software.html 
 

 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)：0.68 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

SORA-MA 2,726,354.66 0.33 
SORA-PP 208,142.80 1.66 
SORA-LM 3,527.37 1.64 
SORA-TPP 164,561.04 12.04 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
/home 6,530.31 6.76 
/data 123,108.92 2.17 
/ltmp 22,144.61 1.90 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 119.91 4.20 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
 

プロセス並列⼿法 MPI 
スレッド並列⼿法 ⾮該当 
プロセス並列数 100 - 400 
１ケースあたりの経過時間 500 時間 
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